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　平成20年10月、日本における「観光立国」
の推進体制を強化するために観光庁が発足
し、観光分野における専門的な人材育成や誘
致戦略など様々な観光施策を押し進めてい
る。こうした状況を受けて、青森中央経理専
門学校では平成23年度より、観光コンシェル
ジュコースを開講する。
　いよいよ12月に東北新幹線が全線開通の運
びとなり、新青森駅が開業するが、これに
よって城下町、弘前と太宰のルーツをたど
る津軽路、世界遺産の白神山地、四季を通し
て人気を呼ぶ十和田湖、多彩な表情を持つ下
北、国宝「赤糸縅鎧兜」を所蔵する八戸な
ど、青森を売り込む機会が大幅に増大する。
　そこで観光コンシェルジュコースでは、
会計科目やIT科目と並行し、観光業界のス
ペシャリストを目指すのに必要な企画力、情
報収集・分析・行動力、ビジネスマナーなど
の知識を学び、国家資格である国内旅行業務

取扱管理者試験や総合旅行業務取扱管理者試
験、旅行地理検定など資格取得を目指すこと
を目標として掲げている。また、ホテルや旅
行会社等で実習経験を蓄積させることで観光
業界の即戦力となる人材の育成が図られる。
　本校ではすでに経理事務コース、医療事務
コースを開講しており、それぞれの分野のプ
ロフェッショナルになることを目指し、生
涯を通して人の役に立つために学び続ける目
的意識と、相互理解に向けて努力する精神
を備え、何事にも真摯にチャレンジできる
学生を養成している。新しく設けられる観
光コンシェルジュコースではさらに、ホス
ピタリティの精神、行動力、旅行・観光・運
輸関係への関心、観光に関する企画・開発へ
の情熱を持って、観光業に従事しようと考
えている志願者を、充実したカリキュラム
によって時代が求める人材へと育成したい。
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８月２日㈪・３日㈫参加

幼稚園・保育園
　｢鬼若丸の鯉退治 ｣を題材にした勇壮なねぶたを従え、今夏の暑
さを物ともせず、元気いっぱいに参加した青森ねぶた祭合同運行。
　また、子どもたち自慢の前ねぶたは、毎年恒例の年長児合同合
宿保育できれいに色付けした、かわいらしいディズニーキャラク
ター達でした。
　「ラッセラーラッセラー」と力強い掛け声で友だちと輪になり楽
しく跳ねたり、手振り鉦を響かせ沿道の観客を沸かせた子どもた
ち。「かわいい」「がんばって」と、たくさんの声援と拍手をいた
だきました。子どもたちにとって心に残る、熱い２日間となりま
した。

専門学校
　私は青森ねぶた祭りが大好きで、毎年跳人と
して参加しています。今年は囃子方として参加
することになり、ずっとやってみたいと思って
いた手振り鉦を担当しました。ねぶた祭り当日
はさきがけとしてトラックに乗り、鉦を鳴らし
ました。青森ねぶた祭りを見に来てくれたお客
さんと一緒になって盛り上がることができて、
とても楽しかったです。これからも伝統ある地
元の祭りに参加していきたいと思います。

（青森中央文化専門学校 2年　長内麻耶）

　初めて参加した青森ねぶた祭りで担当したさ
きがけ太鼓は、とても責任のあるパートで、と
ても達成感がありました。練習も先輩たちと一
緒に頑張り、当日は雨の心配もありましたが、
無事終えることができてとても良かったです。
来年もまたみんなの先頭に立ち、先輩としてさ
きがけ太鼓を叩きたいと思っています。

（青森中央経理専門学校 1年　成田真平）

青森中央短期大学
　私は今回初めてねぶたへ参加しました。テレビではねぶたを見
たことがありましたが、参加するのはもちろん、実際に見るのも
初めての経験でしたので、とても楽しみにしていました。私は流
し踊りに参加し、青森市内を踊り歩きました。暑い中歩くのは大
変でしたが、沿道のお客さんに扇いでもらったりして、暑さや疲
れも忘れて楽しむことができました。生で見たねぶたは想像以上
に迫力があり、すごく感動しました。貴重な体験ができて本当に
よかったです。 （食物栄養学科 1年　赤石 祐里）

　弘前市出身の私にとって、
青森ねぶた祭への参加は、実
は生まれて初めての経験です。
ねぶた祭は、いろいろな年代
の人々が触れあい、感動や達
成感を分かち合える場である
と、私は考えます。青森県が
誇る伝統行事であるねぶた祭
へ、来年迎える後輩のみなさ
んにも、ぜひ参加してもらい、
この感動を体感してほしいと
思います。

（経営法学部１年　葛西寛人）

青森中央学院大学　８月４日㈬・５日㈭参加
ねぶた実行委員長より
　青森中央学院大学は、運行団体である消防第二分団ねぶた会・アサヒビールとの協力で、８月４・５日の２日間、
１年生 130 名がハネトとして青森ねぶた祭へ参加しました。両日ともに天候に恵まれ、日本人学生も留学生も、おも
いっきり元気よく声を出し、踊り跳ね、大いに盛り上がることができました。無事に運行を終えられましたことに対し、
関係各位の皆様へ感謝申し上げます。

（青森中央学院大学ねぶた運営委員長　新免圭介）

　初めて参加したねぶた祭は、感動的な体験でした。ハ
ネトの衣装の色使いが面白く、青森の伝統に触れた気が
しました。青森県の全員が、ねぶた祭を観に来ているよ
うに思えるほど、多くの人でにぎわっていました。みん
なと一緒に踊ったり跳ねたり、とても楽しく盛り上がれ
ました。これから毎年、ねぶた祭に参加したいと思います。

（経営法学部１年　チンダークン・スキット［タイ］）

　沿道には大勢の観客が詰めかけ、活気にあふれていま
した。観覧席の前でねぶたが回転するたびに、観客から
盛んな拍手が送られていました。「ラッセラー、ラッセ
ラー」という独特の掛け声とともに、私たちは熱気につ
つまれ、力強く飛び跳ねたあっという間の２時間でした。
ねぶた祭は、青森での楽しい思い出になりました。

（経営法学部 1年　チン・リ・リン［マレーシア］）
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　９月18日・19日に翔麗祭が行われまし
た。両日ともに盛況でしたが、特に２日
目はあいにくの雨にも関わらず、たくさ
んの方にご来校頂きありがとうございま
した。今年の翔麗祭を振り返ると準備段

階からたくさんの問題があり、本当に苦労が絶えず、
準備に夜遅くまで残る日々、家に帰っても思い悩み、
夢にまで出てくるほどでした。しかし、そうしたこと
もあり、当日は余裕を持って迎えることができまし
た。滞りなくというわけではありませんでしたが、何
とか無事に大きな仕事を終えることができました。こ
れも翔麗祭に携わって頂いた皆様のおかげです。あり
がとうございました。

（翔麗祭実行委員長　高谷温子）

　９月18、19日に学園祭が行われまし
た。今年は短大開学40周年という節目の
年でもあり、学園全体が一丸となって準
備、運営にあたりました。
　私にとって、この翔麗祭は学園生活最

後の学園祭でした。準備の日々にはいろいろな苦労が
ありましたが、その分大きな達成感があり、とても充
実した２日間になったと思います。天候には恵まれま
せんでしたが、学生１人１人が自分の仕事や発表に一
生懸命取り組んでいたと思います。
　来年への課題はたくさんありますが、次の２年生に
しっかり引継ぎをし、今年を上回る学園祭にして欲し
いと思います。最後にご協力いただいた皆様、ありが
とうございました。

（翔麗祭副実行委員長　石川真祈）

青森中央文化専門学校
　テーマ「chronicle（年代記）」と題して、服装史で学
んでいる時代ごとの特徴あるデザインを再現すると同時
に、学生各自の現代のデザイン要素を組み合わせた衣装
を発表しました。

　今年のコスチュームショーはテーマ
「chronicle～過去なう未来～」を掲げ、縄
文から現代、そして近未来に至るまでの年
代別に作品を制作しました。
　今年は留学生の皆さんにもモデルとして
協力してもらい、皆で団結することができ

たと思います。
　また、各々が個性を最大限に発揮し、自分の作品こだ
わりを持って制作できたと思います。

（翔麗祭副実行委員長　豊川茅）

青森中央経理専門学校
　経理事務コース「マネー・ザ・ベストテン～あなた
の気になるお金は何位にランキング？～」、医療事務
コース「知って役立つ！医療用語～健康診断などで
行われる検査。どんな検査でいくらかかっているの？
～」という内容で展示を行いました。

　今年の学園祭は、急遽模擬店の内容が
「ドーナツ」から「からあげ」に変わる
というハプニングもありましたが、みん
な一致団結してがんばったおかげで何と
か無事成功させることができました。ま
た、１年生にとっては初めての専門学校

の学園祭ということもあり、いろいろわからないこと
だらけだったかも知れませんが、今年経験したことを
来年の学園祭へ活かしてもらいたいと思います。

（翔麗祭副実行委員長　名古屋幸佑）

青森中央学院大学 青森中央短期大学
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　本学２年生は今年も「キャリアアップ・ワークショップ　ｅコマースかめあしゼミ編」にチャレンジしています。
昨年から導入された本プログラムは、参加した学生が優良県産品を①開拓し、②販売許可を受けるための交渉を行
い、③自分たちの手で商品頁を制作して、実際にインターネット上で実売するという、ビジネスそのものと言える
内容をもっています。今年度はこれに加え、さらに④広報戦略も展開しているのが特徴です。
　４月から準備を開始しましたが、参加したのは２年のキャリア・プランニング履修者全員
と３年の有志で、このうち、最終的に 15 のチームが８月末からの商品実売にまでこぎ着けま
した。中には、県や市の関係部署に広報活動を行う学生、学園祭で商品を実売する学生など、
機会を見つけては積極的にプログラムに取り組む姿勢を見せるケースもあり、意義ある経験
となっています。販売は 12 月末まで。ぜひ、本学学生たちが選んだ青森県の「うまいもの！
イチオシ！」をご利用下さい。 （キャリア支援委員会）

販売サイト かめあし商店本店：http://cameashi.net/
 かめあし商店楽天市場店：http://www.rakuten.ne.jp/gold/cameashi/

　去る９月８日、秋期入学者を対象とした前期学位記
授与式および卒業祝賀会が行われた。
　当日は晴天に恵まれ、マレーシアからの留学生２
名、中国からの留学生５名、そして日本人１名の計８
名の卒業生に学位記が授与された。中村学長式辞の
後、在校生代表、ライ・チャウ・リンさんによる祝辞に
続き、卒業生代表タン・シェン・フェンさんによる感謝
の言葉が述べられた。
　卒業祝賀会では、卒業生各位による在学生活の思
い出や今後の抱負
が述べられた。ま
た、先輩を歓送す
る在校生や教職員
との懇談が和やか
な雰囲気の中で行
われた。

キャリアアップ・ワークショップ　　コマースかめあしゼミ編

前期学位記授与式
札幌大学での学生FD会議参加報告
　大学改善（Faculty Developme
nt, 以後 FD）というと、主として
教授法が俎上に載る。学生は一般
的には評価者として関わる程度で
あるが、より主体的に FDに関わ
り、学生たちが出来ることを探そ
うとする試みが学生 FD会議であ
る。本学から学生 FD会議に参加
した佐藤雄真君に率直な感想を寄
せてもらった。

　私達（学院大３年生３名）は、８月 21日に札幌大学
で行われた「学生 FD会議」に参加した。学生 FD団
体というものを知らなかった私にとって、FDについて
他大学の学生や教職員と議論するという経験は、大変
新鮮なものだった。とりわけ、札幌大学で行われてい
る学生が受けたい内容の授業を先生に行ってもらうと
いう取り組みは、興味のある分野について詳しく学べ
るので、本学でも是非実現して欲しい。

（経営法学部３年　佐藤雄真）

内山ゼミ　白神山地調査
　スタジオジブリの「もののけ姫」の舞台として話題
となった白神山地を内山ゼミのメンバーが訪ね、手作
り観光マップに取り上げる観光素材を調査した。これ
まで夏休み期間中に２度現地で調査合宿を行い、山深
い自然や赤石川の渓流、ダイナミックなくろくまの滝
などを探査した。また、鰺ヶ沢町は山海の産物が豊かで、
イカの天日干しの風景は日本海沿いの風物詩であった。
イカ焼きもうまく、最近では
ブサ・カワ人気の“ワサオ”（雑
種犬）の映画撮りも進んでい
る。廃校の教室での宿泊や
木工作業なども体験し、マッ
プ作りの素材を数多く収集
した。

佐藤ゼミ　下北地域調査
　佐藤淳ゼミの３年生は、ゼミ合宿をかねて、県庁下
北地域県民局の「観光人材育成事業」とタイアップし、
去る９月２日・３日、１泊２日の日程で、下北半島の
観光資源調査を行った。むつ工業高校との観光をテー
マにした意見交換をはじめ、尻屋崎の寒立馬、恐山、
薬研渓谷、下風呂温泉、大間のまぐろ、仏ヶ浦、川内
川渓谷、脇野沢の野猿公苑等、下北の主要観光資源を
くまなく回った。今後は、
調査で体感、発見できた
下北の良さを自分達で発
信するために何が出来る
か、地域活性化に向けた
提言を考えていく計画で
ある。
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拝啓　青森中央学院大学様
　私は、経営法学部８期生・柔道
部２期生の大川内佑樹と言います。
現在、地元愛知県の株式会社新日
本製鐵に勤めています。
　新日本製鐵では、その名の通り鉄を製造してい
まして、主な向け先はTOYOTAなどの自動車産
業や、ジュースなどのスチール缶の原板製造業者
です。世に溢れている、車や、鉄を原料とするモ
ノ作りに携わっていることに誇りと自信を持って
います。
　これから就職をされる方、就職活動をされる
方、世の中は不景気ですが、自分の力を信じ堂々
と道を歩んで下さい。きっと道は開けます。
　母校の更なる発展を期待します。　　　　　　

敬具　
大川内佑樹　第８期生　　　

青森県庁での留学生インターンシップ
　わからない事ばかりの私は、初日か
らとても大きな不安を抱えていたが、
親切な国際交流推進課の皆さんの顔を
見て、すぐに安心することができた。
実習中は、いろいろな仕事を体験させ
てもらったが、職員の皆さんが青森県

民のため、一生懸命仕事をする姿を見て感動させら
れた。
　現在の自分の夢は日本で就職することだが、実習
前、自分の頭の中にあった就職とは、実体を持たな
い夢のようなあやふやな存在だった。しかし、今回
のインターンシップをきっかけに、自分の実力の足
りない部分を感じながらも、将来は世界に関わりを
持てる仕事に携わりたいという強い気持ちが生まれ
た。後学期が始まっても、実習で学んだことを大切に、
関わった皆さんのような立派な社会人になれるよう
に頑張りたい。 （経営法学部４年　車路遥）

日本語スピーチコンテスト
　９月 18 日、翔麗祭において国際交流センター主催「第８回
日本語スピーチコンテスト」が開催された。コンテストでは、
中国、ベトナム、タイそしてブラジルからの 10 名の留学生お
よび研修生が、青森の文化や言葉、生活、自然、家族の大切さ
などについてスピーチし、日頃の日本語学習の成果を披露した。
特別審査員をお願いした青森県国際交
流推進課長をはじめ、本学と相互連携・
協力している団体の代表者たちから
は、「皆熱心であり、素晴らしいスピー
チだった」と講評をいただいた。
◆上位入賞者◆
　最優秀賞：ヴォン・ゴ・フォン・ザン、ベトナム
　優 秀 賞：万 宇、中国
　国際交流センター長賞：ホアン・トゥ・トゥイ、ベトナム

海外留学プログラム
【上海大学】
　中国語が全く話せないままの留学で最初はとても不安でし
た。実際、最初の１週間は、授業にとてもついていけませんで
したが、耳が慣れるにつれ、徐々にコミュニケーションができ
るようになり、中国人だけではなく様々な国の人と会話ができ
るようになりました。海外での生活に不安を感じていた私です
が、思い切って中国に行ったことで、文化や価値観の違いを学
び、自分の視野を広げることができたと感じています。自分の
様々な可能性を広げるためにも留学をお勧めします。

（経営法学部３年　小澤亜里沙）
※この他、経営法学部３年 木浪紀子さん・源新啓介さん、
　２年 塩谷実紀子さんが参加
【ペノブスコット語学学校】
　学校では午前に授業、午後はセーリングや買い物などの課外
活動が多かったので、米国での日々をとても満喫することがで
きました。何よりの収穫は、国際色豊かな仲間たちとの交流で
す。昼食と夕食は学校で作ってみんなで食べるので、私達は日
本食で彼らをもてなしながら、イタリアやスペインの生徒によ
る本場のパエリアやカルボナーラを味わうことができました。
メイン州は治安も良く、自然が豊かな地域なので、心身ともに
穏やかな環境を求める人は、ぜひこのプログラムに参加するこ
とをお勧めします。 （経営法学部３年　加藤翼・古川美穂）

ボクシング部国体出場！
　９月 30 日から行われた第 65 回国民体育大会
に出場することが出来た。大学生活初の全国
大会だったので、いつも以上に緊張した。私
の初戦の相手はオリンピック出場経験のある選
手で、試合前は不安でいっぱいだった。それ
でも自分の出来ることを精一杯やろうと意気

込んで試合に臨んだ。結果は棄権負けだったが、全国トッ
プクラスの選手と試合が出来たのは貴重な経験になった。
　この経験を糧に日々の練習に力を入れ、来年こそは全国大会
での一勝を目標に努力していきたい。

（経営法学部２年　佐々木明）

青洞書道展での作品展示
　去る８月 27 ～ 29 日、青森市民美術展示館にて開かれた第
36 回青洞書道展で、本学書道部の学生 14 名の作品が展示され
た。漢字一文字で力強さを表した作品や、書聖王義之の『蘭亭
叙』の一部を書いた作品などが出展された。会場に多くの作品
が並ぶ中、自分の作品を見つけ誇らしげに写真を撮る学生の姿
が見られた。これらの作品は日々のた
ゆまない練習の成果である。日ごろの
練習の成果を多くの人に見てもらうよ
い機会となった。

台湾・僑光科技大學と国際交流協定締結
　本学と台湾の台中市にある僑光科技大学（当時は僑
光技術学院）は、平成20年10月の修学旅行生受け入れ
事業をきっかけとし、平成21年、平成22年と３年連続
で同事業に関わりながら、相互に交流を図ってきた。
　この３年間の双方の理解をさらに実のあるものに
発展させるべく、今年８
月、本学は僑光科技大学と
の国際交流に関する協定を
締結した。今後は、教員や
学生などの人的交流や研究
活動における学術交流など
を視野に入れた関係発展を
目指すこととなる。



青森中央短期大学

　10月23日、青森中央短期大学開学40周年記念祝賀会が国際ホテルにて開催されました。海外からお祝いに駆けつ
けて下さった方々をはじめ、来賓の方々、卒業生や保護者の方々など400名近いお客様たちと、これまでの短期大学
40年の歴史とこれからの輝かしい未来への予感を共有するあたたかい時間を過ごすことができました。
　教育そして文化の継承や発展は、その形も成果も目に見えにくいものではありますが、このような人と人の貴重な
つながりの中で成り立っているのだということをしみじみと感じました。新しい世界を翔る若い世代を社会に送りだ
す者として、情熱と責任の重さを忘れずに邁進していきたいと思います。 （幼児保育学科　准教授　前田美樹）
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開学40周年記念講演
「人生を最高に旅せよ！」

学術交流協定締結
　10月23日、タイ王国・チュラロンコン大学看護学部、ならび
に中国・上海大学国際交流学院との間に学術交流協定を締結し
た。開学40年を迎え、新たに国際社会へ踏み出す記念すべき第
一歩となった。

　10月23日、青森国際ホテルにてベストセ
ラー『超訳 ニーチェの言葉』で知られる白取
春彦氏を講師に迎え、開学40周年記念講演会
を開催した。
　約300名が参加した今回の講演会では、講演
会テーマともなった「人生は旅である」とい
う言葉から、宗教による考え方の違い、成り
立ちについて、また、自分自身を変えるため
には「知識」と「体験」が必要であるといっ
た内容が語られた。さらに、観客からの大小
様々な質問に気軽に応じるなど、約１時間と
いう短い時間ではあったが、活気にあふれた
講演会となった。

輝かしい未来へ ― 青森中央短期大学開学40周年記念祝賀会 ―

チュラロンコン大学

チュラロンコン大学と

上海大学

上海大学と 学生達と

　学術交流協定締結と開学 40
周年を記念し、学園内庭園に
て記念植樹が行われた。協定
を締結した 2 大学と学生達の
手によりナナカマド、シモツ
ケの 2 種類が植樹され、2 大
学との末永い交流発展、これ
からの大学の更なる発展を祈
念した。

記念植樹
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「あおもり食育サポーター事務局」
本格始動！

　本年度本学は「青森県より地域に根ざした食育活動促
進業務」の委託を受け、あおもり食育サポーター事務局
として県内６地区にあおもり食育コンシェルジュを配置
し、あおもりの食育活動を活発化していくこととなった。
７月より準備を進め、食育コンシェルジュ６名を配置し、
本格的に活動できる体制が整った。
　食育コンシェルジュは受入先と食育サポーターの仲介
役として、活動受入先と食育サポーターとの連絡調整、
食育活動受入先の掘り起し、食育サポーター活動事例発
表会の開催などを実施する。また、さまざまな食育教材
を作成し、それらの教材を貸出する食育教材バンクの運
営も行う。
　「あおもりの食育の
ことなら食育コンシェ
ルジュにまかせて」を
めざして、あおもりの
食育活動の活発化に精
一杯貢献していきたい
と思う。

生きる力を育む
～福祉・介護体験～

　専攻科福祉専攻では昨年度より、青森
県福祉・介護人材確保対策事業として、
＜福祉・介護体験してみませんか＞を実
施している。中学生・高校生を対象に、
近隣の高齢者との触れ合いを通して福祉
を知ってもらうというものである。今年
度は７回の企画があり、その中には元気
な一人暮らしの高齢者との触れ合いも
あった。介護が必要な高齢者ばかりでは
なく、人間として関りあうことも福祉で
あり、「生きる
力」を育む実践
を専攻科が中心
となり伝えるこ
とができ、成長
ができたと感じ
ている。

短期大学実習紹介
～看護学科『在宅看護論実習』～

　在宅看護論実習は３年生の８・９月に行われる実習です。病院での実
習を積み重ねてきた学生が、地域で生活する人々の健康問題を理解し、
地域における看護師の果たす役割を学ぶため、訪問看護ステーション
や地域包括支援センターなどで実習を行います。学生は看護師と共に、
地域で訪問看護サービスを受けながら療養生活を送っている方々の自
宅へ訪問し、訪問看護の実際を学びます。

　今回の実習では、実際に自宅に訪問し、地域で療養生活を送ってい
る方々と関わらせて頂きました。そこで印象的だったのが、病院の中
で見るよりも療養者の方々が活き活きとしていた事です。病院の中で
は「患者」ですが、一歩外に出れば地域で
生活を送る「生活者」です。今回の実習で、
生活の基盤は病院ではなく地域にあるのだ
と実感しました。また、看護師には、「その
人らしい生活」を支援するために地域看護
の視点が大切になるのだと学びました。

（看護学科３年　中村友梨香）

ベトナム教育プログラム参加
　私は 8月 17 日から約 1ヶ月間ベトナムのタンクオン村立幼
稚園に教育派遣員として、教員の音楽指導と子ども達の教育支
援といったボランティア活動を行って来ました。幼稚園にキー
ボードを持ち込み演奏しましたが、子ども達の輝いた眼差しや
笑顔は今でも忘れられません。
　現地の子ども達は日本の子ども達同様元気いっぱいで、一緒
に外遊びやリトミックをしたりと、とても楽しく充実した日々
を過ごすことができました。また機会があれば、成長した姿を
見に訪れたいと思います。　　（幼児保育学科１年　山内豪士）

食育啓発事業
　未来の食育指導者育成などを目的とした食育啓発事業
も、今年度で 2年目を迎えた。昨年度は外部からの要請
を受けての活動のみであったが、今年度からは要請を待
たずに、自主的な活動も行っている。
　6月に開催された『わくわく食育カレッジ』では、100
名を超える来場者を迎え、学生が準備した、わたあめ作
り機・豆つかみゲームなどの各種体験コーナーから、楽
しく食育に触れてもらった。そして、7月と 10 月には高
校生を対象に調理実習を開催し、せんべい汁、きりたん
ぽ鍋といった東北の郷土料理から、その土地の食文化を
学生と共に学んでもらった。
　「こんなことをやってみたい！」という学生からの
アイデアを取り入
れ、今後も自由な発
想で、今必要とされ
る食育を、未来の食
育指導者達と共に地
域へと発信していき
たい。

訪問看護ステーションにて

食育活動推進中！！
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附属第一・第二・第三幼稚園
浦町保育園 中央文化保育園
－　いろいろな行事で頑張っています　－

＜保育参観日＞緊張しながらも楽しい雰囲気が伝わってきます。

＜社会見学＞ちょっぴり知識を高めました。

＜楽しかった遠足＞海や山で思いっきり遊びました。

＜りんご狩り＞＜韓国の訪問団＞と交流

新幹線ごっこ遊びに夢中です

新幹線の駅は広くてきれいだね 消防学校に行ってきたよ 船の博物館でかっこいい船に乗ったよ

やっと虫を捕ったよ 海辺で貝拾いを楽しんだよ 動物と仲良しになったよ

韓国の人達から手遊び学んだよ りんごもぎ、なかなか難しいね。 こんなにいっぱい採れました。

お店屋さんごっこで「いらっしゃい」「まいどありがとうございます」
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の 先 生 達の 先 生 達の 先 生 達の 先 生 達の 先 生 達

父母と教師の会　幼稚園祭を終えて
第一幼稚園 第二幼稚園 第三幼稚園

＜農林水産省＞ －食育実践活動推進事業－ に参加して

－職業講話を経験して－
第一幼稚園　中村里香　
　この度、青森市内
の中学校からゲスト
ティーチャーとして招
かれ、幼稚園教諭とし
ての経験を講話しまし
た。中学生がこれから

進路を決めることに役立てられるよ
う、仕事をすることの喜びや大変さ、
夢を持つことの大切さなど、40 分
間話しました。先日、中学校からお
礼の感想文が送られてきました。「幼
稚園の仕事は思っていた以上に大変
そうだけど、子供の成長を身近に感
じ、子供と一緒に成長できる素晴
らしい仕事だと学ぶことができた。」
「話を聞いてますます幼稚園の先生
になりたいと思った。」などがあり、
とても嬉しく思いました。現在、５
歳児の年長を担任していますが、毎
日が楽しく、やりがいを感じていま
す。今回の講話を経験し、改めて可
愛い子どもたちと接することの幸せ
を実感しています。

－やりがいを感じる毎日－
第二幼稚園　相馬由香里　

　附属第二幼稚園に勤務して
６年目になりました。ずっと
憧れていた仕事に就き、今ま
でたくさんの子ども達と出会
い、毎日を過ごしてきました。
どんなに疲れていても子ども

達の笑顔に励まされ頑張っています。
　今年度、年少組を担当していますが、春
入園してきた時は泣いていたり、落ちつ
かない状態でしたが、園生活に慣れ、自分
でできる事も増え、友だちとの関わり合い
を楽しむようになったりと、著しい成長を
感じています。一人一人どうすれば成長で
きるかを考えながら関わり援助しています
が、その成長を目の当たりにする時、とて
も嬉しく、やりがいを感じます。
　日々、子ども達の発想に驚かされ、つぶ
やきから活動が広がっていくことを実感
し、子どもから学ぶことばかりです。これ
からも子どもの成長を見守り、楽しく過ご
しながらも私自身、保育者として成長して
いきたいと思っています。

　小雨の降りしきる中ではじまった
幼稚園祭でしたが、役員さんはじめ
皆様（縁の下の力持ちのお父さん方）
の協力のおかげで盛大に行うことが
できました。子供たちも十分楽しめ
た一日でした。

（会長　山田寿美子）

　今年の幼稚園祭は、園児や保護者
の他に、沢山の方々が見えて、大盛
況の幼稚園祭となりました。何と
言っても一番人気は棒パンでした。
初登場の白玉ぜんざいやパフェも大
好評でした。お父さんやお母さん達
の活躍で、楽しい幼稚園祭でした。

（副会長 貝森節子）

　10月12日に行われた「食育実践活動
推進事業」に参加させて頂きました。
　小児科の先生のお話では、青森県
の肥満児の割合が全国平均よりも高
いと聞き、身近な問題であるのだと
感じました。管理栄養士の先生から
は、「食事バランスガイド」につい

ての説明があり、目にしたことは
あっても、意味を理解していなかっ
たことを反省し、今後は食事の際に
活かしていこうと思いました。その
後のお弁当作りごっこを通しては、
バランスの良い食材選びについて親
子で一緒に楽しく学ぶことができま
した。
　普段通いなれた幼稚園内で、食を
見直すきっかけを頂き、充実した時
間を過ごすことができました。

－笑顔を絶やさずに－
第三幼稚園　嶋田菜緒子　
　私が受け持つ年少組
は、幼稚園で初めて集
団生活を体験する子が
ほとんどです。保護
者と離れるのを嫌が
り、涙を流しながら登

園してきた 4 月。少しずつ慣れて
きた園生活の様子を保護者に見て
もらった保育参観。かけっこもお遊
戯も応援も一生懸命頑張った運動
会。いろいろな行事と日々の生活
の中で友達同士との関わりから自
分一人で出来ることや相手を思い
やることが少しずつ増え、心も体
も成長する姿を目にする度に、保
育者としての喜びを感じる毎日で
す。また、自分自身が親となったこ
とで、「保護者」の目線から子供た
ちへの保育に取り組めるようにもな
りました。たくさんの可能性に満ち
溢れている子供たちの笑顔をこれ
からも絶やさず、一緒に明るい園生
活を過ごしていきたいと思います。

　今年は準備から後片づけまで、とても
スムーズで、その段取りの良さには「驚
きと感動」すら覚えました。私が関わっ
た６年間の中で一番手際が良かったので
は ･･･ ？と感じています。第三幼稚園の
団結力にブラボー！そして、幼稚園祭に
関わったすべての人に「感謝！！」

（会長　渡辺広美）

附属幼稚園 活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活 し て い ま すし て い ま すし て い ま すし て い ま すし て い ま す

第一幼稚園
父母と教師の会副会長

仲沢　麻美
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青森中央文化専門学校／青森中央経理専門学校

青森中央経理専門学校
平成21年度卒業
宇野　翔太（㈱クボタ）

　農機販売という経理とは異なる分
野に就職したものの、学生時代に取っ
た資格はさまざまな所で生きていま
す。パソコンの知識はもちろん、簿
記や計算能力の他、私生活ではFP等、
今では頑張って良かったと思うもの
ばかりです。
　勉強や遊びに時間を多く費やす事
の出来るのは、学生の特権だと思い
ます。後輩には「今」を大切にして、
学生生活に
悔いが残らな
いよう、勉強
する時は勉強
し、遊ぶ時は
とことん遊ん
で欲しいと思
います。

　青森中央文化専門学校では、授業で学んだ知識や技術をより高めるため、職場実習を通してアパレル業界の雰囲気を肌で感
じ、社会に必要な知識・技術・コミュニケーション力を学んでいます。
　今年は㈱メゾン、㈲ユー・エス・ピー・アソシエーションにご協力を頂き、自分たちの目標としている企業を体験させて頂
きました。

職場実習で目指す企業を体験

長谷川　美里
　８月 16 日から 28 日まで、㈲ユー・エス・ピー・
アソシエーションへ職場実習に行ってきました。パ
ターンメイキングやサンプル縫製の補助を行った
他、展示会のサンプルを納品するために㈱トゥモ
ローランドへ連れて行っていただきました。実際に
アパレル業界で活躍す
るプロ達の仕事に触れ、
自分の目指す道がはっ
きりしてきました。こ
の研修で学んだことを
忘れずに、残り半年を
有意義に過ごしたいと
思います。

中村　和美
　私は９月27日から２週間、㈲ユー・エス・ピー・アソシエー
ションで職場実習をしてきました。
　実習では、裁断やトワル作成、パターン作成などの作業をして
きました。初めて経験することも多く、失敗もありましたが、製
品が作られていく過程やミリ単位での作業など学ぶことや刺激に
なることがとても多く、充実した毎日を
過ごすことができました。
　また、働くことや自分自身について、
改めて深く考えるとても良い機会になり
ました。今回の実習を通して学んだこと
や感じたことを活かして、卒業までの残
り少ない時間をより有意義なものにして
いきたいと思います。

豊川　茅
　夏休み期間を利用し、㈱メゾンに職場実習に行ってきました。実習を通して学んだ
ことは、モノを売るということがいかに大切かということです。いくら自分の好きな
物を作ったとしても、商品を販売して利益につながらなければ、経営の面でも、もの
づくりという面でも、うまく流通していかないのだということを痛感しました。
　流通の仕組みを肌で感じ、今後販売や企画を職業にしたいという目標に少し近づけ
たような気がします。　

職場実習（内定者インタビュー）

No.12

青森県専門学校フェア
　11月５日、青森中央文化専門学校、青森中央経理専門学校は、青森県
専修学校各種学校連合会主催「2010青森県専門学校フェア」に参加しま
した。
　青森中央文化専門学校では、ヘアーアートカレッジ木浪学園とのコラ
ボ企画として、「本物のドレスを着てトータルコーディネート体験！」
を行い、学生がデザイン・制作したドレスを高校生に着用してもらいま
した。また「ファッションのお仕事」では実際にファッションアドバ
イザーとして活躍している卒業
生の１日をVTRで紹介、「ちょ
こっと手作りレッスン」では手
作りアクセサリーの製作をしま
した。
　また青森中央経理専門学校で
は、「トレーダー体験」で株式
売買シミュレーション体験、
「マネー・ザ・ベストテン」で
資産運用・相続等、FPに係わ
るテーマをランキング形式で紹
介し内容を解説、「知って役立
つ！医療用語」で健康診断での
項目と略語・点数（金額）に
ついての紹介など、多数のプロ
グラムに自由に参加して頂きま
した。
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　11月６日青森中央経理専門学校では、一般の方を対
象に、学生による無料パソコン教室「オリジナル年賀
状の作成」を開催しました。
　企画や広報、当日のインストラクションまで経験し
た学生たちは、組織として取り組むことの難しさを感
じ、達成感を得ることができました。
　参加者の方か
らは、「次回も
また来たい」と
いう感想を頂
き、学生たちは
更なるスキル
アップの意欲へ
と繋げることが
できました。

　　FPフォーラム
　11月６日、日本FP協会青森支部主催のFPフォーラム
に青森中央経理専門学校の学生が参加しました。「お
金と社会生活～FPが疑問にお答えします～」という学
生とFP協会の方々とのコラボ企画で、お金にまつわる
様々な疑問とその解決策を寸劇形式で披露しました。
台本作りから携わってきた学生たちは、フォーラム終
了後、やり遂げたという達成感に満ちていました。

学生によるパソコン教室

ファッション甲子園／青森市民文化祭
　青森中央文化専門学校では、ファッション販売等の
授業で学んでいるVP（ビジュアル・プレゼンテーショ
ン）の一環として、ファッション甲子園（全国高等学
校ファッションデザイン選手権大会）、青森市民文化
祭で制作作品の展示を行いました。
　ファッションアド
バイザーを目指して
いる学生たちは、ボ
ディの高さや配色な
ど、レイアウトにも
気を配り、気持ちを
込めてディスプレイ
をしました。
　当日はたくさんの
人に見ていただき、
好評を得ることがで
きました。

Bunka Fashion Live 2010に向けて
～ピンクリボンウォーク IN あおもり2010 参加～

　青森中央文化専門学校では 12 月 18 日に開催す
る Bunka Fashion Live 2010 に向け、10 月１日ピ
ンクリボンウォークに参加しました。今回のテーマ

「loop ～未
ア ナ タ

来のために創る服～」に基づき、
自分以外の誰かのためにというコンセプトで、人と
人とのつながりを感じ取りながら、ショーの企画や
衣装制作に取り組んでいます。
　自分たちで制作したピンクのアクセサリーなどを
身に付けて参加した学生達は、自分たちの年齢から
健康に気をつけることを学び、今後の制作意欲を高
めることができました。

電子カルテ実技検定試験
にチャレンジ

　青森中央経理専門学校医療事務コースの学生は、
11月13日に行われた電子カルテ実技検定試験にチャ
レンジしました。
　現在、医療事務業務を遂行する上で、電子カルテ
システムを操作し、電子カルテを作成する能力を身
に付けている人材に期待が高まっています。今後も、
医療事務作業補助者でも期待される、電子カルテの
代行入力を遂行できる能力を身に付け、時代の求め
に随時対応し、実務で活用できることを目指します。

デザイン画コンクール入賞
青森中央文化専門学校　豊川　茅さん

　第25回連鎖校協会ファッションデザイン画コン
クールに於いて、青森中央文化専門学校専門課程２
年豊川茅の作品が特別賞（鈴
屋賞）を受賞し、11月３日、
文化服装学院での表彰式に出
席しました。
　デザイン画は文化服装学院
で開催された文化祭で展示さ
れ、「自分のデザインを様々
な人に見てもらえて嬉しい。
社会に出たらこの歓びを実践
に活かしたい」とファッショ
ン業界での就業意欲を高める
ことができました。



日時：平成22年12月1日　場所：大学正門前

開催日 時　間 内　容

第２回 12月11日（土） 10：00～12：30 クリスマス親子クッキング～キャラク
ターのパーティー料理を作ろう！～

平成23年度 入園願書受付開始　11月1日（月）～随時受付中
附属第一幼稚園 附属第二幼稚園 附属第三幼稚園 中央文化保育園 浦町保育園

雪あそび運動会 2月10日（木） 2月10日（木） 2月10日（木） 1月28日（金） 2月10日（木）

新園児一日入園 2月19日（土） 2月19日（土） 2月19日（土）

選抜区分 願書受付期間 試験日 合格発表
推 薦 ３ 期

11月11日（木）～12月15日（水） 12月20日（月） 12月25日（土）
一 般 ２ 期

ＡＯ選抜３期
エントリー 12月16日（木）～ ３月31日（木）

願書提出２週間以内 面接試験後１週間以内
出　　　願 １月17日（月）～ ３月31日（木）

※定員になり次第締切　　

【食物栄養科・幼児保育学科・看護学科】

選抜方法 出願期間 試験日 合格発表 試験会場

経
　
営
　
法
　
学
　
部

推 薦 第 ２ 期
12月 １日（水）～ １月18日（火） １月22日（土） １月29日（土） 本　　　学

スポーツ推薦第２期

一 般 第 １ 期 １月 ６日（木）～ ２月 ７日（月） ２月10日（木） ２月19日（土） 本学・札幌・盛岡秋田・仙台・東京
一 般 第 ２ 期 ２月 8日（火）～ ３月23日（水） ３月25日（金） ３月28日（月） 本　　　学
大学入試センター前期 １月 ６日（木）～ ２月14日（月）

個別試験は
課さない

２月19日（土）
―大学入試センター中期 ２月16日（火）～ ３月12日（土） ３月16日（水）

大学入試センター後期 ３月14日（月）～ ３月24日（木） ３月28日（月）

AO選抜
エントリー 希望する試験日の1週間前まで 12月18日㈯、1月29日㈯

  2月19日㈯、 3月26日㈯
試験後1週間以内 本学・札幌・盛岡

秋田・仙台・東京出 願 希望する試験日の1週間前まで

大
　
学
　
院

一 般 第 ３ 期
１月31日（月）～ ２月24日（木） ２月26日（土） ３月５日（土）

本　　　学
社 会 人 第 ３ 期
外国人留学生第３期
A O 選 抜 ６月 １日（火）～ ３月31日（木） 願書受付後２週間以内 試験後1週間以内

公開講座・催し物のお問い合わせ
学校法人　青森田中学園　公開講座担当
Tel：017-728-0121 ／ Fax：017-738-8333

選抜種別 出願期間 試験日 合格発表 試験会場
推 薦 Ｂ 方 式※1 １月 ６日（木）～ １月18日（火） １月22日（土） １月29日（土） 本　　　学

一 般 　 第 １ 期 １月 ６日（木）～ ２月 ７日（月） ２月10日（土） ２月19日（土） 本学・札幌・盛岡秋田・仙台・東京
一 般 　 第 ２ 期 ２月19日（土）～ ３月10日（木） ３月12日（土） ３月19日（土） 本　　　学
大学入試センター　前期 １月 ６日（木）～ ２月14日（月） 個別試験は

課さない
２月19日（土）

－
大学入試センター後期※1 ２月19日（土）～ ３月14日（月） ３月19日（土）

社会人ＡＯ
選抜第２期

エントリー １月 ６日（木）～ ２月16日（水）
３月12日（土） ３月19日（土） 本　　　学

出 願 ２月17日（木）～ ３月10日（木）

青森中央短期大学

青森中央学院大学

青森中央短期大学附属第一・第二・第三幼稚園
中央文化保育園・浦町保育園

イルミネーション点灯式

※１：推薦Ｂ方式・大学入試センター後期は看護学科のみ

青森中央経理専門学校・青森中央文化専門学校

青森中央短期大学

青森中央学院大学
入　試　日　程

親子クッキング

公開連続授業「わが郷土の歴史・産業・文化等について学ぶ」13：00～ 14：20
期間 テーマ 講　　　　師

第８回 12月 1日㈬ 青森県の美術館②「十和田市現代美術館が目指すもの」 小林央子氏 十和田市現代美術
館特任館長

第９回 12月 8日㈬ 青森県とエネルギー①「市民風車と地域活性化」 三上　亨氏 NPO法人グリーンエネ
ルギー青森事務局長

第10回 12月15日㈬ 青森県の工業①「津軽塗の過去・現在・未来」 村田志朗氏
青森県漆器協同
組合連合会会長

２月26日（土）時間：13：00～16：00

今年も恒例のイルミネーションを行います。光の競演を
どうぞお楽しみ下さい。
■点灯期間　12月1日～1月末日　■点灯時間　16:00～22:00

オープンキャンパス
内　　容

青森中央学院大学 学部・要項説明、模擬授業、キャンパスツアー等
青森中央短期大学 『進路について考えよう』　進学相談会
青森中央経理専門学校 カンタン仕事体験　営業事務（ビジネスマナー・名刺作成）
青森中央文化専門学校 色のフ・シ・ギ～不思議な力を持つ色の世界～

【専攻科福祉専攻】
選抜種別 出願期間 試験日 合格発表 試験会場

一 般 　 第 １ 期 １月 ６日（木）～ ２月 ７日（月） ２月10日（木） ２月19日（土） 本学・札幌・盛岡秋田・仙台・東京
一 般 　 第 ２ 期 ２月19日（土）～ ３月10日（木） ３月12日（土） ３月19日（土） 本　　　学

社会人ＡＯ
選抜第２期

エントリー １月 ６日（木）～ ２月16日（水）
３月12日（土） ３月19日（土） 本　　　学

出 願 ２月17日（木）～ ３月10日（木）

編集委員　　　　　　　　編集長　加　藤　　　澄
　　　　中　村　實枝子　　　　牧　野　晴　子
　　　　坪　谷　輝　子　　　　中　田　尋　美

インフォメーション広場青森田中学園
H22年度後期分
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Bunka Fashion Live 2010
12月18日㈯ 開催　アウガ５階AV多機能ホール 1st  14：00～　2nd  16：00～

　青森中央文化専門学校では 12 月 18
日、Bunka Fashion Live 2010 を開催し
ます。今年度はテーマ「loop」～未

ア ナ タ

来
のために創る服～と題し、ターゲット
を決め、自分以外の誰かのために考案
したオリジナル作品を発表します。
　卒業制作研究作品の他、ピンクリボン
（乳がん啓発）を呼びかけるためピンク
リボンのイメージを取り入れた作品を
制作しています。また、㈱メゾン、アウ
ガ内 SHOPの最新コーディネートの発
表、ファッション界に憧れを抱く高校
生モデルが登場します。さらに、ファッ
ション甲子園入賞作品＆デザイン画の
展示も行っておりますので、ぜひお越
しください。

青
森
中
央
短
期
大
学　
幼
児
保
育
学
科　
第
40
期
生
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「
あ
り
が
と
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〜
あ
な
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に
伝
え
た
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大
切
な
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葉
〜 

」

12
月
４
日（
土
）開
催

第
１
回
公
演（
Ａ
Ｏ
ス
ク
ー
リ
ン
グ
受
講
者
対
象
）

　

13
時
00
分
開
演（
12
時
30
分
開
場
）

第
２
回
公
演（
一
般
対
象
）　

15
時
30
分
開
演（
15
時
00
分
開
場
）

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
・
大
型
影
絵

会
場
：
青
森
県
立
美
術
館
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ギ
ャ
ラ
リ
ー　

入
場
無
料


